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〈概要 〉

博物館資料の 収集や研究の 経緯に関する記録は，当事者の 証言を聞 き書き し保存 しない 限

り散逸され て しま うこ とが多い ．本研究で は国立科学博物館の海棲哺乳類研究にまつ わる

オーラル ・ヒ ス トリーを， 展示や教育における活用 も見据 えデジタル ・ア
ーカイ ブ化する

こ とを 目指 し，動画の Web デ
ー

タベ ー
ス を開発 した．この Web デ

ー
タベ ー

ス の 活用の た

めの 課題 と改善につ い て検討を行 う．

〈 キ
ー一

ワ
ー

ド〉

博物館 デジタル
・
ア
ーカ イ ブ Web データベ ース 　メ タ情報 位置情報

1．はじめ に

　博物館では現在，所蔵漂本に関する情報の デジタ

ル ・アーカイブ化が積極的に進 められて い る．主 と

して 標本の 写真や 3D データ，標本台帳 に記載され

文字化された情報 の 電子化 を中心 に行われて い る

が，博物館に所蔵で き ない 自然環境や産業遺産，文

化遺産，民話や歴史証言も博物館が 所蔵する標本の

理解に は必須で あり，ア
ー

カイブ化の対象と して 重

要で あると考えられる．標本の 収集や研究の 歴史的

経緯に関する記録は学術論文等に文字化され て記

録されるとは限 らず，当事者の 証言を聞き書き し記

録 しない 限 り散逸され て しまう．また，当事者の 高

齢化 に よ り早 急 に保存が必要 なもの も多い ，

　そ こ で 本研究で は，科学系博物館におい て，博物

館の 学術標本 の理解に重要なオ
ー

ラル ・ヒ ス トリー

（歴史証言 の 聞き書き）を博物館資料と位置 づ けデ

ジ タル ・アー
カイブ化し，

コ ン テ ン ツ を展示 ・教育

活動 に活用する仕組みを構築するこ とを 目的 とし，

2009 年度 に 「どこ か らで も簡単に惜報の 追加，編

集が 可能で」 「知 的財産権，位置晴報な どの メ タ情

報もあわせ て 記録で き」 「展示解説映像 へ の活用 も

視竪に入れ る 」 とい う観煮か ら，海棲哺乳類研究に

関連する情報 の Webデー
タベ ー

ス 構築を行 っ た
ω ．

2 ．Web デー
タベ ー

ス 開発の 概要と今後の改善

（1＞Web デー
タベ ー

ス の 概要

　今回開発 した Web デー
タベ ー

ス は，必ず しもデ
ー

タベ ー
ス 等の メ カ ニ ズ ム に精通 して い るとは限 ら

ない 博物館関係者が，研 究や展示企画におい て映像

資料を活用する際に検索する こ と を前提と して 開

発するもの で ， 操作の 分か りやすさを目指 して い る．

そ の ため，画面は フル Flashイ ン ター
フ ェ

ー
ス を用

い
，

ス トリ
ーミ ン グ サ

ーバ を用 い て
， 動画をス ム

ー

ズ に酬 言で き る もの とした．また，ユ
ーザ は 「管理

者」，「投稿者」，「闘覧者」 と 3 段階に分け，取 り扱

える情報量に差を設けて い る．管理者 はユ
ー

ザ ID

の 発行や削除，素材データの カテ ゴ リの 登録や編集，

全 て の 素材デ
ー

タの 編集が可能 で ある。投稿者は，

データベ ース に素材の 登録が 可能であ りJ 自らが登

録 した素材デ
ー

タの 編集が可能 で ある．閲覧者は，

登録され た素材を見 る こ とだ けが 可能で あ る．
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　Webデー
タベ ー

ス の メイ ン 画面 （図 1） で は，登

録 された素材を
一
覧で きる ように なっ て い る，また，

検索用の キー
ワ
ー

ドを入力で き る欄があり，キ
ー

ワ

ー
ド検索も可 能で ある．登 録で き る素材は，動画，

静止 画，音声デー
タ，テキス トフ ァ イル であり，管

理者 ， 投稿者 は，メイ ン画面左上 に ある add ボタン

をクリッ クする こ とで ， 素材を登録するこ とが で き

る．
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図 1　 Web デ
ー

タベ ー
ス の メイ ン画面

　再生画面 （図 2）では， 左側に素材が再生 され ，

画面右上 に は素材のサ ム ネイ ル とタイ トル ，登録日

や素材 の カテ ゴ リ とコ メ ン トが表示 され る．右下 は，

素材同士 の リン ク をは っ て ある場合に，リン ク され

た素材 の
一覧が表示 で きるようになっ て い る．

ぴ撃 嚇
二”蹣’嬲 「滞牌　 匡猟脳P「’w 吁

欄
遭广鳳‘

響 嬲 粥鄲
…

 
’
曙．t「嘔t　Mt 　／／t　’　　t・t”　　＼　吻．り　　鹹 　t／

『
’
／
””…

　　　　　　　　　　　　　　　　　t−．t　 爆 肱 毫響 凹 棚’
岬 ：i；　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 蔭　m　 　 　 　 　 　 ロ コ じ

鬮 ン點

　 　　セきやぬちはタゆ

纛 騨 w ，。眠 旗 凱
：
盈 纛 愈纛1：．：．：獅 毒騰 鰻・、驫 韈鰄、蜘蘓簸

図 2　 素材 の 再生画面

　素材に関する メ タ情報は，再生中，ま た は メイ ン

画面 で detail （詳細）ボタ ン をクリッ クす るこ と

で表示 され る （図 3）．閲覧時は登録され た情報を

見るだけで あるが
， 管理者または投稿者が デ

ー
タを

登録，編集する場合に も同 じ画面が表示 され，こ の

画面上 で作業を行 う．

図 3　素材の 詳細隋報表示部分 （  か ら  の 番号は

画像を編集し追加）

記録で きるデー
タは以 下 の 通 りで ある，

  素材の タイ トル と素材の 種類

  素材で 取 り上 げられ て い る生物 の 種名 （和名，英

名，学名）

  素材の 状況 （閲覧者に公 開するかどうか，素材は

生データ か，編集済か），公開に関する許諾の 範囲

（国立科学博物館の館内 の み
＝管理者の み閲覧可

能，関係者の 閲覧の み；管理者 と投稿者が閲覧可能
一
般公 開可能 ＝ 全て の ユ

ーザが 閲覧可能）

  撮影したテ
ー

フ審 号 （動画の 場合）と作成者，デ

ー
タの 作成 日 （西暦）と撮影時 の 天候

  位置情報

  素材に関するコ メン ト （テキス ト入力）

  素材の サム ネイ ル

  知 的財産権 の 処理状況 （覚書で許諾を得て い る，

電 子 メー
ル で 許諾 を得 て い る，口頭で 許可を得て い

る，不明）

  素材の カ テ ゴ リ選択 （事前に管理 首が登録 した カ

テ ゴ リか ら選択）

  素材 の 電子デ
ー

タ

（2）課題と今後の 改善

完成した Webデー
タベ ー

ス の 機能に関して ， 開発

関係者，博物館関係者との 意見交換の 中か ら，以下

の 改善すべ き点が 明 らか に なっ た．

2 − 1）素材 に 関する コ メ ン ト機能の 勘 口
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　今回 開発 した Web データベ ー
ス で 蓄積する内容

は，過去 の 記録や個人の 証言 とい っ た断片的な情報

で あるこ とが多く，その 内容の 追加や検証 の ために

は，他 の 証言者に よる情報が重要で ある．また，調

査地など博物館 の 外部からで も情報の 追加，編集が

可能で ある．現状で は，素材を投稿 した者の み が コ

メ ン トを付与で きる よ うに なっ て い るが，投稿され

た素材に関 して他 の ユ
ーザが コ メン トを投稿 で き

る仕組 み があ っ た ほ うが よい の で は ない か とい う

意見 が あ っ た．

　 こ の Web デー
タベ ー

ス に ア クセ ス で き るユ ーザ

は管理者か ら ⊥D を付与され る た め所属 が 明らか で

あ り，悪意を持 っ た投稿をされる可能性は非常に低

い と考えられ る．ま た，イ ン タ
ーネ ッ トを活用する

観 点か らも，双 方向性があ り，ユ
ーザ間で コ ミュ ニ

ケ
ー

シ ョ ン が促進されるデー
タベ ー

ス で あ る ほ う

が情報の 質
・
量の 向上の 面からも望 ましい と考えら

れ る．

　そ こで，他の ユ
ーザが 登録 した 素材 に 関するコ メ

ン トを投稿で きる機能を追加 し，図 4 の よ うに，素

材再生画面 に ユ
ー

ザ に よ る コ メ ン ト
ー

覧が表示 さ

れ，コ メ ン トをク リッ クすると詳細画面に移動 し，

閲覧や投稿がで きる 構成 とする こ とを検討 して い

る．
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図 4　画面修正案 （右下に コ メ ン ト欄を追加）

2− 2 ）位置1青報の 記録劫法につ い て

　地球上 に は様 々 な生 物が 広 く分布 して お り， 地球

規模で 生物多様挫卜青報を把握す る ため に は，位置晴

報に 関す るデ
ー

タを統
一

的な方法で整備する必要

があ る と考えられ て い る
  ．

　本デー
タベ ー

ス に お い て 記録する位置情報 に つ

い て も，生物分布の 情報と同様，統
一

的で 正確な方

法で整備するこ とが重要と考え，緯度経度の 情報を

入力 し，Googleマ ッ プと連動して表示する機能を

設けて い る．

　ただ し，現在 の機能は，あらか じめ 調べ た緯度及

び経度の 数値を入力するようにな っ て お り， 緯度経

度の 数値がどの 測地系に よるもの が 不明な場含 地

図上に 正確な位置を 表記するこ とが で きない ．また ，

生 物 の 分布 に 関 して は ， 事前に 正確な位置が 分か ら

ず，航空地図などを参照する こ とで位置の 特定がで

きる場合が多く，現在 の 入力方法で は正確な情報を

記録する点で も， 作業効率とい う点で も，改善の 余

地がある，

　そ こで，Web データベ ー
ス に入力する位置晴報

を算出するアプ リケ
ー

シ ョ ン を開発する こ とと し

た．こ の ア プリケーシ ョ ン で は，大ま かな地城を指

定す る と地 図 （Google マ ップ ） が 開き ， そ こ か ら

正 確な揚所 を調べ て 地点をク リッ クする こ と に よ

り，緯度経度 の 数値を得る，とい う流れ を想定 して

い る．緯度経度の 数値 が 自動的にクリッ プボ
ー

ドに

コ ピー
できれば，Web データベ ー

ス へ の 入力も非

常に容易になる，

3．おわりに

　博物館の 標本 は長期 に わた り保存 され ，次 世代 へ

継承されて ゆくもの である が，標本 の 管理者 （日本

で は主と して学芸員）は日羽弋とともに交代し，標本

に まつ わ る周辺 情報は 引き継が れに くい の が現状

である．

　本研究に おける Web デー
タベ ー

ス の ような仕組

みを充実させるこ とにより， 情報の記録と発信の 方

法を体系化 し，個々 の 学芸員に よ る管理か ら，館 で

一
体化 した情報 の 管理，さらに は館種を超 えた連撓，

標準化へ と進んで ゆ くこ とが望まれ る，
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